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１. 国際展開
世界トップレベルにある日本の医療を「売り」とし、医療技術と医薬品・医療機器
をセットで輸出

2. 人材育成・人材発掘
①海外、とくにアジア、アセアンの優秀な医療スタッフの教育・研修
②医療、工学、経営学、社会科学などの総合的マネージメント力を持つ人材
育成
③すでに活動しているが、表に現れていない貴重な人材の発掘

3. 広域連合による地方創生のグローバル化
関西で関西公立医科大学・医学部連合を結成。スケールメリットを活かし、１，２
を展開するモデル・プロジェクトになりうる。

4. 新薬開発（今考えられている再生、バイオ以外）
①既存薬剤のrepositioning促進
②海外のベンチャーからのシーズを日本企業が臨床試験
③感染症とくにNTDに対する創薬（国際貢献）

アカデミア組織として貢献できることおよび創薬の展望



第一回









関西公立医科大学・医学部連合（KNOW)

関西４医科大学・医学部が、地域社会の発展と人類の福祉に寄与
することを目的として、教育・学術研究、地域貢献、国際貢献等の
分野で相互に連携・協力する協定を締結した。（2014年9月1日）
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京都府立医科大学、奈良県立医科大学、大阪市立大学医学部、和歌山県立医科大学
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（ ASEAN）

大阪市立大学医学部との協定大学 国・地域 締結年

慶煕大学医学部 韓国 1986

全南国立大学医学部 韓国 1986

リヨン第1大学医学部 フランス 1994

ロンドン大学 ライフサイエンス学部、
バイオメディカルサイエンス学部

イギリス 2006

トーマス・ジェファーソン大学医学部 アメリカ合衆国 2007

台北医科大学医学部 台湾 2010

国立台湾大学 台湾 2010

ハノイ医科大学 ベトナム 2010

ガジャマダ大学医学部 インドネシア 2012

国立アイルランガ大学医学部 インドネシア 2013

マヒドール大学医学部シリラート病
院

タイ 2013

チュラロンコン大学医学部 タイ 2013

タマサート大学医学部 タイ 2013

ポリテクニカ デル マルシェ大学 イタリア 2013

タマサート大学医学部 タイ 2014

チャンディーガル卒後医学教育研
究施設

インド 2014

ガルフ医科大学
アラブ首長国
連邦

2014

ホーチミン医科薬科大学 ベトナム 2014

全インド医科大学 インド 2014

国立精神衛生神経科学研究所 インド 2014

ソウル国立大学医学部 韓国 2014

大連大学医学部 中国 2014

メルボルン大学校医学部 オーストラリア 2015

関西公立医科大学・医学部連合国際学術交流協定締結校一覧

アジア 中東 オセアニア

京都府立医科大学との協定大学 国・地域 締結年

オクラホマ大学 アメリカ合衆国 1986

国立モンゴル医科大学 モンゴル 2007

ヴァンアンデル研究所 アメリカ合衆国 2007

カレル大学 チェコ 2007

マサリーク大学 チェコ 2007

パルドビッチェ大学 チェコ 2007

エアランゲン・ニュルンベルク大学 ドイツ 2008
カーディフ大学 イギリス 2009

ジュネーブ大学 スイス 2009

ソウル国立大学医学部 韓国 2009

ハリム大学 韓国 2010

レーゲンスブルク大学 ドイツ 2010

ソウル国立大学附属病院 韓国 2013

和歌山県立医科大学との協定大学 国・地域 締結年

山東大学 中国 1986

上海交通大学医学院 中国 2006

マヒドール大学 タイ 2006

コンケン大学医学部 タイ 2006

香港中文大学 中国 2007

ソウル国立大学医学部 中国 2008

ブラパ大学 タイ 2013

チャールズ大学医学部 チェコ 2013

カレル大学 チェコ 2013

ミャンマー連邦共和国 保健省 ミャンマー 2014

奈良県立医科大学との協定大学 国・地域 締結年

チェンマイ大学 中国 1986



４大学は大都
市から地方ま
で網羅

アセアン医療研修・研究センター（ASEAN Medical Training ＆ Research Center）構想

アセアン10カ国

アセアンに医療スタッフを派遣することによりを日本の
医療が定着
＊先駆的試みとして、すでにAMSFから医療スタッフ１
名をベトナムに派遣

■ASEANの医療水準向上のためのアクション
●医療技術習得後にGraduation certificateを発行

ASEANからの医師・看護師など医療職に対し先端医療機器を取り扱う技術を指導。４公立大学病院にて実習を行いGraduation certificateを発行。一方で、
先端医療機器と日本の指導医療スタッフをセットにしてASEAN諸国へ輸出。
●世界最高水準の安全で良質な医療を海外へ発信

ASEANからの医師・看護師など医療職と共に実践することによって世界最高水準の安全で良質な日本の医療マネージメントについて指導し、海外へ発
信。その他、褥瘡、感染、NST、クリニカルパスなど日本の超高齢化時代を背景とした医療マネージメントを指導することによって世界を牽引。日本の世界
最高水準の安全で良質な医療スキームをアセアンへ輸出。４公立大学病院にてスキームなどについての実習を行いGraduation certificateを発行。
■ASEANの健康増進及び病気の予防の推進のためのアクション
●高齢化社会に対応した健康科学・先制医療統括拠点をアセアン医療研修・研究センター内に併設

ASEANからの医師・看護師など医療職に対し健康科学、先制医療の指導を行い、大阪市健康科学イノベーションセンターやハルカス先端予防医療セン
ターなどにて実習を行う。先制医療については、システム化を行いパッケージ化してASEANへ輸出。
●高齢化社会を見据えてASEAN諸国と協議し各国主要都市に健康科学・先制医療センターを設立
日本の先制医療システムを多国に輸出することによりASEAN一体型のメガデータバンクが実現。データの解析によって、各国の状況と多国間での比較
が可能となる。さらに各国に応じたテーラーメイドな医療を実現。日本を加えたアセアン7億人ベースの解析により新たな研究成果の創出も期待できる。

強力な人材
支援力

各大学で実践医療研修

4公立病院からの人材支援

アセアンへ医療スタッフ派遣

アセアンから人員受け入れ

アセアン医療研修・研究センター
ASEAN Medical Training & Research Center (AMTARC)

総合的な医療科学の研修・研究を推進

アセアン医療支援連合：ASEAN Medical Support Federation (AMSF)


